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~実験ノートの例~ 

  

/     /   電気回路の測定 

実験前 天候          室温      ℃ 湿度       % 

実験後 天候          室温      ℃ 湿度       % 

 

実験方法 

A. R回路の測定 

・図の回路を組み，電源の起電力を 1.5 V，3.0 V・・・15.0 Vと変えたときに、抵抗に加わ

る電圧 V と抵抗を流れる電流 Iを測定する。 

・横軸に電圧 V ，縦軸に電流 I のグラフを描き、グラフの傾き I/V の逆数を計算すること

で、抵抗の抵抗値を求める。 

 

 

 

B. RC回路の測定 

・電池の起電圧 V0を測定する。 

・図の回路を組み、電池を接続してから 1 分、2 分、3 分・・・15 分のコンデンサーに加わ

る電圧 VCを測定する。 

・横軸に接続してからの時間 t、縦軸に電圧 VCのグラフを描く。 

・横軸に時間 t、縦軸に V0 - VC の片対数グラフを作成する。作成した片対数グラフから

log10(V0-0.63V0)となる時間を読み取る。抵抗の抵抗値とコンデンサーの静電容量の積

RCを計算し、グラフの読み取り値と比較を行う。 
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計算式 

(A) R回路の測定 

𝑉𝑅 = 𝑅𝑖  
 

(B) RC回路の測定 

𝑉𝐶 = 𝑉0 {1 − 𝑒−
𝑡

𝑅𝐶}  
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A. R回路の測定 

使用器具 

テスター  （？？、？？） 

分解能  電圧 0.01 V、電流 0.01 mA、抵抗 1 Ω 

 

抵抗の抵抗値 430 Ω 

 

 

V ( V )  I ( mA ) 
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B. RC回路の測定 

使用器具 

テスター  （？？、？？） 

分解能  電圧 0.01 V、抵抗 0.1 Ω 

 

抵抗の抵抗値  430.2 Ω 

コンデンサーの電気容量 1.0 F 

電池の起電力 V0  3.20 V 

 

 

t ( min )  VC ( V ) V0-VC (V) 
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